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第E章
リグ・ヴェーダの讃歌
唖
宇宙論
ヴェーダの思想家は，この世の起源や性質をめぐる哲学的問題について，
考えなかったわけではない。変化するあらゆる事象の最初の基盤を求める途
上で，彼らは，古代ギリシャ人たちのように，水や空気を，様々な世界がそ
れによって構成される究極の要素と見なした。水が，時の力や，サンヴァツァ
ラsamvatsara，年の力や，カーマ kama，欲望の力や，プルシャ purusa，
知性の力や，タパス tapas，熱の力などによって， ζの世へと発展していく
のだと言われる1I九時には，水自体が，夜や混沌，闇や空気などから，引き
出されたりもする 113)0 X.72では，この世の大地は，アサット asat，非存在
で，これは， IアディティJAditi，無限者と同じだとされる。実在する一切
は，ディティ diti，限られたものであるのに対して，アディティ a-diti，無
限者は，非実在である。無限者より，宇宙力が生まれる。もっとも，宇宙力
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が，無限者そのものの起源だとされることもある 1九しかしながら，これら
の理論は， じきに非物理的なものと関係づけられて，宗教と結合した自然学
が，形而上学になっていった。
数柱の神が想定される多苅論的段階では，ヴァルナ，インドラ，アグニ，
ヴィシュヴァカjレマンなどの神が，宇宙の造り手と見なされた畑。創造の方
法は，様々に考えられた。
幾柱かの神は，大工が家を建てるときのように，この世を建てるのだとさ
れた。すると，その仕事が行われるときの樹木や木材は，どのようにして手
に入れるのかという問いが，持ちあがった116)。後の段階で提出された答えに
よれば， Iブラフマン」が，天と地が造られるときの樹木であり，木材なの
だとされた1九時には，有機的な成長や発達という考え方も，見られる川。
また中には，供犠の力でこの世を創造するのだとされる神々もいた。おそら
くこれは，ヴェーダの思考の，後期の段階に属しているものと，思われる。
私たちが一神教のレヴェルに到達すると， I神Jは，この世を，何も先在
する物質のない所で，自分自身の本性から創造したのか，それとも，この世
を，自分の，永遠に実在する物質に働きかける力で創造したのか，という問
いが生まれた。前者の見解は，私たちを，より高次の一元論的な考え方へと
連れて行くのに対して，後者の見解は，より低次の一神教レヴェルに留まっ
ているが，ヴェーダ讃歌には，どちらの見解も見られる。 X.121では， I全
能の神」が先在する物質からこの世を創造するのだと，説明されている。初
めに，宇宙に漉っていた大いなる水から， Iヒラニヤガルパ(黄金の胎児)J
が立ち上がった。彼は，存在する一切であった姿無き揮沌から，美しいこの
世を進化させた119)。それにしても，海沌が「ヒラニヤガルパ」を産みだした
のは，どのようにしてであったのか，という疑問が生まれた。彼を立ちあが
らせた未知の力もしくは発展法則は，いったい何なのか。原初の水の作者は，
いったい誰なのか。「マヌ」と， ~ハリヴァンシャ」と， ~プラーナ」によれ
ば， I神」が混沌の作者であった。「神Jは，自らの「意志Jによって混沌を
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創造した後，そこに，やがて黄金の旺芽となる種子を一つ置くと，その旺芽
から， I神」自身が， IブラフマーJ，すなわち創造神として，生まれたのだ
とL寸。「私は， ~ヒラニヤガルパ(黄金の胎児)j]である。『至高の霊魂』自
身が， ~ヒラニヤガルパJ という形をとって，顕現するのだJI20)。かくして，
(原初の水と，神という)永遠に共存する二つの実体substanceさえもが，
(至高の霊魂という)一つの究極の基体から進化したのだと思われるのであ
る。
これは，正に，ナーサディーヤ讃歌という後期の讃歌の理論であり，マッ
クス・ミューラーは，これを次のように翻訳している。
「その時，存在するものもなく，存在しないものもなかった。空もなく，
その上の天もなかった。何が覆っていたのか。それはどこにあり，誰
の庇護のもとにあったのか。水は，自らが身を置く，深い深淵であっ
たのか。
死もなく， したがって，不死もなかった。夜と昼を分ける光(の区別)も
なかった。
かの唯一者は，息一つなく，おのずから呼吸した。これより他には，
何もなかった。
閣が存在した。始めにあったのは，光なき海ばかりであった。
か タパス
殻に覆われていたJA芽，つまりは彼の唯一考が，熱の力によって生ま
れた。
愛(欲望・意欲)が，始めに，それ(闇)を克服したが，愛(欲望・意欲)
は心から湧きだす種子であった。詩人たちは，それぞれのハートを通
して探し求めた結果，存在しないもののうちに，存在するものの紳を，
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智慧によって見つけた。
拡がった光線は，下にあったのか，それとも上にあったのか。
穏を連ぷ(亭ませる)者ムそれを受ける(亭む)力とがあった。自
存力は下に，意志力は上に。
では，この創造の営みは，どこから生まれたのか。これを知る者は，誰な
のか。
ここに，これぞ茸雷する者は，誰なのか。
神々は，この創造の営みに，遅れてやって来た。だとしたら，この営みが
どこから生じたのかを知る者は，誰なのか。
この創造の営みが生まれた冗の者，彼は，それを自ら実行したのか，それ
とも自ら実行しなかったのか。実に，最高天に住む最高の監視者なら
ば，それを知っているのか，それとも，彼でさえ，それを知らないの
か」山)。
この讃歌には，創造をめぐる最も進んだ理論が表現されている。先ず第一
に，ここには，存在者も，非存在者も，存在しなかった。自らの顕現された
様相のうちにある実在者など，どこにもいなかった。だからと言って，これ
を非実在論と呼ぶことはできなL、。そこから全実在が到来する根源に，肯定
的な存在が潜んでいるからだ。第一行は，私たちのカテゴリーの不十分さを
明らかにしている。全世界の背後にある絶対的実在は，実在するとも，実在
しないとも，特徴づけることはできない。唯一者は，息なきままに，それ自
身の力によって呼吸をしていた闘。それよりほかには，それを超えて存在す
るものは，何もなかった。あらゆる存在の第一原因は，太陽や月，空や星を
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擁する全世界よりも，年長である。それでいて，それは，時聞をも，空間を
も超えており，年齢をも，死をも，不死をも，超えている。それの何たるか
については，それはあるとしか，言いようがなL、。このようなものが，一切
万物の，無条件的な原初的根本原理なのだ。そうした「絶対意識」のうちに
は，何よりも，原初的「自己」の肯定的もしくは措定的な事実がある。これ
は， AはAである&いう，論理学の同一律に相当しているが，それの妥当
性は，根源的自己措定を前提としている。自我の相関者として，直ちに非我
もまた，存在しているのでなければならない。「私Jが「非私」に対立する
のは， rAはBでない」に相当する。自分がその存在に気付いている「他者」
が存在しなければ， r私」は，ただの自己肯定，すなわち単なる抽象体になっ
てしまう。他者がいなければ，我もまた，存在しなL、。自我は，それ自身の
条件として，非我を含んでいる。自我と非我の対立こそが，第一次的反定立
であり， r絶対者」からこの合意が展開するのは，タパス，熱力によると，
言われている。タパスとは， r絶対者」の， r遁り」であり，自然発生的「芽
吹き」であり.i絶対者」の， i存在の実在への投射」であり. i活性化の衝
動」であり.r生得的白熱状態」である。私たちは，このタパスを通して，
存在と非存在を，私と非私を，能動的「プルシャ!と受動的「プラクリティ」
を，形成的原理と物質的海沌を，得るのである。その後の進化は，これら二
つの対立的原理同士のやり取りから，続いていく。この讃歌によれば，欲望
が，この世の，存在の秘密を構成する。欲望すなわちカーマは，自己意識の
徴であり，心の腔芽，マーナソー・レータッハmanasoretahである。それ
は，あらゆる前進の基盤であり，進歩の推進力であるO 自己意識を備えた自
我は，非自我の存在によって成長した欲望を抱えているo 欲望は叩 lま，思
考より以上である。それは，能動的な努力と並んで，知的な奮起や，欠如感
などをも表しているからだ。それは，実在者を非実在者に結び付ける粋であ
る。(欲望によって)未生のもの，一者，永遠なるものが，それに対立する
物質，闇，非存在，ゼロ，揮沌とともに，どっと噴き出して，自己意識を抱
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えたブラフマーとなるのである。欲望こそが，この自己意識をかかえたプル
シャ(は，即ちブラフマー)の，本質なのだ。最後のフレーズ， rコー ヴェー
ダJ(誰が知っているのか)ko veda，は，後の思想家たちによって「マー
ヤー Jと呼ばれることになった創造の神秘を，浮き彫りにしている。
「プルシャ」と「プラクリティ」というこつの原理で終わっている讃歌が
ある。「ヴィシュヴァ・カルマン」讃歌の X.82.5-6では，海の水には，最初
の匝芽もしくは原初的な睦芽が含まれていたと，言われている。この伍芽と
いうのは，生命宇宙の原理である，海沌という原初の海に浮かぶ世界卵であっ
た。そこから宇宙で最初に生まれたのが，世界の創造主にして世界の形成者
「ヴィシュヴァ・カルマン」であった。この海は，ギリシャのカオスであり，
『創世記Jの，無限の意志をもってそれ自身のうちに安らっている「姿無き
空虚」であった則。欲望，意志，心，ヴアーク即ち雷葉など，これら全ては，
無限の知性を支える特性として，海いっぱL、に広がって沈思黙考する人格的
「神」ぞ表わし，永遠の無限者「アナンタJの上で安らっている「ナーラー
ヤナ」を表わしていた。それは， rあれ，と言うと，あった」と言われる，
『創世記Jの神である。「彼が，諸々の世界を創造しようと考えて，水，光な
ど，さまざまな世界を創造したのだ」。けれども， rナーサディーャ」讃歌は，
この三元論的形市上学を，より高いレヴェルの一元論へと克服している。そ
れは，自然(プラクリティ〕と盟魂(プルシャ)の両方を俊一の絶対者の，
あい異なる側面とするのである。「絶対者」自身は，自己でもなければ，他
者でもなく， r私」タイプの自己意識でも， r非私」タイプの無意識でもない。
それは，これら二つより以上の存在である。それは，一個の超越的存在なの
であって，対立は，この超越的存在の内部で生じるのだ。この説明によれば，
創造のステップは，近代の用語に翻訳すれば. (1)r最高の絶対者J.(2)裸の自
己意識，私は私である.(3)他者の形態をとった自己意識の限界，となる。こ
のことは，ある特定の一点で「絶対者」が引き払ってしまう，という意味で
はなL、。段階は，年代記的な連続ではなく，論理的な連続を表わしているだ
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けであるからだ。自我は，非自我4をも合意しているのだから，非自我に先行
しているわけではない。非我が，自我に先行しているのでもない。タパスを
実践することなしに. i絶対者」が存在しうるわけでもなL、。無時間的な全
体は，一連の生成を過して絶えず溢れ続けているのであり，このプロセスは，
多様で無尽蔵な経験内容を通して自己がみずからを絶対的な形で取り戻すま
で，続くはずである。したがってこの世は，常に，不断の活動と共にあるこ
とになる。この讃歌は，創造の次第を語っているだけで，創造の由来を語っ
ているわけではなL、125)。それは，創造の事実を説明しているにすぎないのだ
はっきり分かるように， リグ・ヴェーダの讃歌には，この世が非実在的だ
とする考え方を示すような偏見は，どこにも存在しなL、。この世は，目的を
欠いた幻影などであるのではなく，正に， i神」自身の進化であるのだ。「イ
ンドラは，自らのマーヤーによって，すかさず多様な形をとった」附という
ように，マーヤーという言葉が出てくるときは，ただ力という意味で用いら
れているだけである。とは言え，マーヤーや，その派生穏のマーインやマー
ヤーヴァントなどが，悪鬼の意志を表わしたり削，幻影や見世物の意味で使
われたりすることもある刷。いずれにせよ， リグ・ヴェーダの主たる傾向は，
素朴実在論にある。後にインドの思想家は，エーテル即ちアーカーシャ，空
気，火，水，大地という，五つの根本元素を区別したが， リグ・ヴェーダは，
唯一つ.7l<という根本元素しか要請していない。水こそが，他の会ての物質
がそこからゆっくりと展開してくる，原初の物質なのだと，いうのである。
私たちが採り上げた讃歌では，元々は非存在が存在していたところから存在
が成長してきたのだと考えるのは，間違っている。最初の状態は，絶対的な
非存在ではない。というのも，讃歌では，おのず、からなる唯一の呼吸が，息
一つなく実在していたのだと，認めているからである。これが，全宇宙の根
本基盤である絶対的実在を説明するときの，彼らの方法なのだ。 Eいに相関
的な用語である存在も非存在も，あらゆる対立を超えた「唯一者」を表わす
のに用いられることは，できない。非存在という雷葉が意味しているのは，
100 明治大学教養論集通巻522号 (2017・1)
現在眼lこ見えるどんなものも，かつては，はっきりした実在は何も持ってい
なかったのだ，ということだけである。 x.72では， r実在するものが，実在
しないものから湧きだしたのだ」と言われているが，ここでも，存在は非存
在に由来するという意味ではなく，規定的存在は無規定的存在から生じたの
だ，という意味にすぎなL、。したがって私たちは，この讃歌は，サーンキャ
の体系に発展していった自然哲学の出発点をなしているのだとする見解に，
賛成するわけにはいかない制。
この世の創造が，いわばある種の根源物質にまで遡って辿られることがあ
る。「プルシャ讃歌』刷では，神々が創造の行為主体とされているのに対し
て，この世がそれから出米ている物質は，偉大なる「原人，プルシャ」の身
体なのだとされている。創造の営みは， r原人プルシャJが生費となる供犠
であるのだ。 r~原人プルシャ」は，現にあるこの世と，これまでにあったも
のと，これからあるであろうものの，一切なのだ」則。ひとたび神人同型同
性説が生まれると，それは，限界のうちに納めておくことができなくなって
しまうため，インド人のイマジネーションは，自分の「神」に膨大な次元を
与えることで，その偉大さを発揮させることになる。詩人の心は，全体，此
の世， r神」の，全一性を指し示すような巨大な組み立てを，思い描くのだ。
けれども，この讃歌は，上記のような「唯一絶対の存在」からの創造理論と，
矛盾するわけではない。この讃歌に従っても，全世界は， r絶対者」の，主
体と客体への， rプルシャ」と「プラクリティ」への，自己切断に由来する
からであるが，ただこの考えは，かなり未熟な形で寓話化されているのであ
る。ここでは，至高の実在が能動的「プルシャ」となるのであるが，それは，
r~原人プルシャ』から『遍照者ヴィラート』が生まれると，また『遍照者ヴィ
ラート』から『原人プルシャ』が生まれた」とされているからである。した
がって， r原人プルシャ」は，産む者にして産まれる者だということになる。
「原人プルシャ」は，自己意識を備えた「私」であると同時に， r絶対者」そ
のものでもあるのだ。
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E 
宗教
私たちがこれまでに見てきたのは，物理的現象が，初めて注意を引くよう
になって，人格を付与されるに至った次第である。自然現象の神格化は，宗
教的思考と実践に，心もとない影響を与える。この世は，人間的正義感を体
するばかりか，憎しみと震という人間的特性にも影響されるといった神々で，
溢れることになるからである。神々の多くは，充分に人間化されてさえもい
ないために，過去の自然主義的状態にまで，容易に下落してしまう。例えば，
水と雲から生まれたインドラなどは，時として，天から雷となって轟き落ち
たりする。ブルームフィールドが言っているように，ヴェーダの神々は，
「中途半端な人格化Jを表わしている。人間化された神々といっても，ただ
幼稚な形で人格化されているにすぎなし、からだ。彼らには，人聞のように，
手もあれば，足もある。彼らには，現実に人聞の形が与えられているばかり
か，胸にたぎる闘争心も，美しい肌という外面的な優美さも，長いあごひげ
という威厳に満ちた姿も，すべて与えられている。彼らは，戦って祝宴を聞
き，酒ぞ飲んで踊りをおどり， ものそ食べて喜びに浸る。彼らのうちには，
アグニやブリハスパティのように，司祭の地位に就く者もいれば，インドラ
やマルト神群のように，戦士の地位に就く者もいる。彼らの食べ物は，正に
人聞の大好きなもの， ミルクやバター，ギーや穀物である。彼らは，人聞の
弱さをも分かちもって，すぐにおだてに乗ってしまう。時として彼らは，愚
かしくも，自分へのこだわりぞ通じて，さあ，自分は何寄与えたらよいのだ
ろうかと，議論し始めたりもする。「あれではなく，これが，私がしようと
していることで，彼には，牛を与えようと思うのだが，あるいは，馬にした
方が，よいのだろうか。だがそれにしても，私は彼から本当にソーマ酒をも
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らっていたのだろうか」刷。彼らの眼からすれば，真署長な祈りより，農かな
俸げものの方が，ずっと効験あらたかなのである。神と人聞を結びつけるの
は，ギヴ・アンド・テークという，ごく単純な法則であるが，後期ブラーブ
マナの，神と人間の関係を支配する完全な相互関係には，まだまだ程遠し、。
「自然宗教の諸々の要素を人間的なものにすることは， どうしてもそれら
を不均なものにしてしまう。雷光が，善き者をも悪しき者をも，いささかも
気にしないで打ち据えるのに，それでも激しい雷雨を崇拝することには，そ
れ自体，特に大きな道徳的害毒はない。雷光は賢明で正義に駆られた選択を
しているのだと触れ込む必要はないが，雷光を放つ想像上の半人間的存在を
L 、ったん崇拝すれば，人はディレンマに陥ってしまう。ひとは，危険な存在
にもなりうるという意味で，道徳心に欠ける存在を，自分が崇拝しながら，
へ馬鹿にもしていることを，認めなければならなくなるか，たまたま打ち据
えられることになった人たちへの雷神の怒りに対しては，その理由を，みず
から，でっち上げなければならなくなるかの，どちらかになるからだ。そし
て，彼らが悪いからだとされるのは，まず間違いない。「神』は，人格的存
在になれば，気紛れな存在か，残忍な存在の， どちらかとなってしまうの
だ」附。この見解の通り， 自然の諸力への「ヴェーダ」の崇拝は，あまり真
面目なものではなく，むしろ功利的なものである。私たちは，危険な効力を
持った神々は，これを恐れ，日々の目的に役立つ神々は，これを愛するから
だ。私たちは. IインドラJに，雨を降らせてくださいと祈るのに，需は落
とさないでくださいと願う。太陽には，優しい暖かさを分かち与えてくださ
いと懇願するのに，焼けつくような炎熱で，この世を飢鐘や早魁に陥れない
でくださいと，懇願する O 神々が物質的繁栄の源になると，この世の福利を
求めて祈る人たちが，普通になる。そして，機能にも属性にも区別があるの
で，私たちは，特定の神格には，特別の事柄を祈ることになる則。神々への
祈願は，一本調子の単調なものである問。神々は，善良な存在というより，
力強い存在だと考えられ，道徳的な存在というより，強大な存在だと考えら
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れたのである。このような宗教は，人聞の倫理的切望を満足させることはで
きない。それが示しているのは，功利的信仰という一般的な傾向に抗して，
神々を，とかく善良な者は助けて，邪悪な者は罰するという，概して道徳的
な存在だと見倣す，ヴェーダ期のアーリヤ人の強い道徳観である。ここには，
自分を「至高の存在」に結び付けたいという，人間の最高の宗教的切望が，
認められる刷。多くの神々は，信者たちを「軍高の存在Jにまで到らせてく
れる存在としてのかぎりで，初めて役に立っているのである附。
さまざまな犠牲が生ずるのは，避けられないことであった。「神」に対す
る人聞の愛情の深さは，自分の財産と所有物を「神Jに引き渡す点にある。
私たちは祈り，捧げるのである。犠牲を捧げる風習が生まれたときでも，そ
のスピリットが一層重要だと考えられて，犠牲の真の性質が強調された。
「インドラには，バターや蜂蜜よりもっと甘い，強力な言葉を発せよ」刷。ど
んな祝い事につけても，シュラッダーすなわち信仰が，欠かせなかった13針。
ヴァルナは，人聞のハートの奥処の秘密を見抜いて，深くに隠れた動機を見
つけ出す神であった。神々を徐々に人間的存在だと，いや，あまりにも人間
的存在だと，見なすようになると， r神Jの心には，ご馳走が一番だと考え
られるようになつたl川4岨叫0凶〕
人間を生費にするという問題を巡つては，いろいろ議論されている。シュ
ナシュシェーパのケースでは川，ヴェーダでは，人間安生費にすることは，
許されているとも，奨励されているとも，言っていない。馬を生費にするこ
とは，あるが142) そうした事柄の全てに対しては，当時でさえも，抗議の芦
があげられた。「サーマ・ヴェーダ」では， rおお，御身，神々よ，私たちは
生費の支柱は用いません。私たちは生費を屠りません。私たちは聖なる詩句
をただ繰り返して，崇拝するのですJ聞と言っている。こうした反抗の叫び
は， rウパニシャツド」で取り上げられて，仏教とジャイナ教の諸派で実行
された。
生費(供犠)は，ヴェーダの宗教の第二の段階を表わしている。最初の段
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階は，単純な祈りであった。パーラーシャラスムリティによれば，私たちは，
「クリタ・ユガ期には膜想を， トゥレータ・ユガ期には生重量を， ドゥヴァー
パラ・ユガ期には礼拝を，カリ・ユガ期には賛美と祈りをJ.持ったのだと
いう。この見解は.rヴィシュヌプラーナJで，生費の規則はトゥレータ・
ユガ期に整えられたと，言われていることと，ぴったり一致している則。私
たちは，ユガ期への区別には賛成しかねるが，隈想から供犠へと，礼拝から
賛美と祈りへと向かう，宗教儀礼の成長の論理は，事実の基礎づけを得てい
るように思われる。
ヴェーダの宗教は，偶像崇拝的なものではないようである。当時は，神々
を肥る寺院はなかったからだ。人々は，どんな媒介もなしに，神々と直々に
交わっていたのである。神々は，その崇拝者の友と見なされていた。「父な
る天よJ.r母なる大地よJ，r兄弟なるアグニよ」という言葉は，空疎な呼び
かけではない。人間と神々の聞には，きわめて親密な人格的関係があったか
らだ。宗教が会生活を支配していたように思われる。「神Jへの依存は，徹
底していた。人々は，普通の生活に必要なものについても.r神」に祈った
のである。「今日も私たちに，日用の績をお与えくださL、」というのは，ヴェー
ダ期のアーリヤ人にも当てはまったのだ。生存の糧さえ求めて「神」に頼る
ことは，まことに信心深い性質の徴であった。既に述べたように，ヴァルナ
崇拝には，最高の有神論の本質が見て取れる。絶対帰依の信仰，パクティが，
人格「神」への信仰と愛を意味し.r人格神」の奉仕に対して一切を捧げる
ことを意味し，人格的な帰依を通して解脱もしくは自由を得ることを意味す
るのであれば，ヴァルナ崇拝には，確かに，これらの要素の全てが揃ってい
ることになる。
X. 15とx.54には，ピタラ即ち祖霊に呼びかける讃歌が，二つある。ヴェー
ダ讃歌では，祖霊は神格と一緒に呼び出されるl冊。祖霊たちは，限には見え
ない霊という形でやってきて，供犠における祈りと捧げものを受け取るのだ
とされている。社会的低統は，おそらく視霊崇拝を通じて，尊ばれたのであ
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ろう。けれども，ヴェーダ学者の中には， リグ・ヴェーダの讃歌には，祖先
のマナ即ち霊威に対して，葬儀を捧げる例はないと，信じている者もいる刷。
一般に，ヴェーダの宗教に対して説かれる批判は，ヴェーダには，罪の意
識がない，というものであるが，この見解は間違っている。ヴェーダにおけ
る罪というのは， i神」からの疎外のことであるからだH九ヴェーダにおけ
る罪の考え方は，へブライ人の理論に類似している。「神Jの意志が，道徳
の基準である。人閣の罪責感とは，その基準に達していないことである。こ
れに対して， i神」の命令を破った時，私たちは罪を犯すことになる。神々
は，この世の道徳的秩序は即ち，天則リタの擁護者である。彼らは，良き者
たちを保護し，邪悪な者たちを処罰する。罪とは，ただ外的義務を怠ること
ではない。儀礼上の罪に加えて，道徳上の罪も存在するからだl叫。償いの供
犠を求めるのは，罪の意識である。とりわけヴァルナをめぐる考え方には，
近代のキリスト教の教理を思い起こさせるような.罪と許しの感覚が見て取
れる。
原則的には， リグ・ヴェーダの神々は，道徳性の守護者と見なされるが，
中には，いまだに利己的な情熱を保持していて，ただの肥大化した人間でし
かないような神もいるため，神々のそうした浅薄さを見抜く力を持った詩人
も，出てくることになる。或る讃歌ではlベ神々や人間たちが，どんなに自
分の利益に支配されているかを，指摘しているのだ。古いヴェーダ期の神へ
の崇拝が崩壊していくさまは，多くの神々の，こういう低次な考え方にまで，
遡ることができる。そうでなければ，私たちは，神々にすこしも言及しない
で慈悲心を勧める，美しい讃歌酬を理解することはできない。神々は，純
粋な道徳性を支えるには，あまりにも弱い存在になってしまったようだ。こ
こでは，仏教を過して広まった，宗教から独立した倫理という観念が，示唆
されているのである。
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X 
倫理
リグ・ヴェーダの倫理に目を転ずると，天則， リタという考え方が，実に
重要な意義を持っていることが分かる。それは，インド的思考の際立った特
性の一つであるカルマの法則を先取りしている。それは，この世のいたる所
に染み渡っているため，神々も人間も同じように従わないわけにはいかない
法則なのだ。この世に法則があるかぎり，その法則は，おのずからうまく機
能するはずである。その結果が，偶々この地上で顕かにならなくとも，どこ
か別のところで実りを結ぶに違いない。法則が存在しているところでは，無
秩序も不正義も，ただの一時的で、部分的な現象でしかなL、。邪悪な者の勝利
とても，絶対的なものではない。善良な者たちが難破しでも，絶望するには
及ばないのだ。
天則， リタは，私たちに道徳性の基準を与えてくれる。それは，物事の普
遍的な本質である。それは，サトゥヤ，即ち物事の真理なのだ。無秩序，即
ちアン・リタとは，誤りのことで，真理の反対でめる則。善良な者とは， リ
タの道に，即ち真理の道と秩序の道に，従う者のことである。秩序のある振
る舞いは，真のヴラタと呼ばれる。ヴラターニとは， リタの道に従う良き人々
の暮らしぶりのことである刷。一貫性は，良い暮らしの中心となる特性であ
る。ヴェーダの善き人とは， 自分の道を変えない人のことである。リタの道
に従う完壁な一例であるヴァルナ神は，不変の道を行くドリタヴラタ
dritavrata，意志堅固なるヴラタ神である。儀礼が重要性を増すと，天則リ
タが，ヤジュニャー，即ち供犠の儀式の，同義語となる。
讃歌は，理想、的生活をめぐる一般的説明をした後で，道徳的生活の特定の
内容を列挙する。神々には，祈りが捧げられなければならなL、。儀礼が踏み
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行われなければならない問。ヴェーダは，人聞と神々との，きわめて緊密か
っ親密な関係を，想定している。人聞の生活は， r神」の紛れもない眼差し
のもとで，送られなければならなL、。神々に負わされた務めのほかに，人間
に負わされた努めもある叫。万人に対する親切が享受される。もてなしも，
立派な徳目に数えられる。「与える人の富は，減ることがない。…食べ物を
所有している者は，栄養を渇望している体の弱った人に対しでも，助けぞ求
めて苦しんでいる者に対しでも，心を無感覚にして，その人を前にしても，
自分の楽しみを追い求めるので，その人は慰めを見出すことがなL、」問。妖
術，魔術，婦女誘拐，姦漣は，悪行として非難される附。賭け事も，糾弾さ
れる。徳とは， r神」の法則に一致していることであり，人への愛をも，含
んでいる。不徳とは，この法則に背くことである。「もしも私たちが，私た
ちを愛するものに罪を犯したり，自分の友達や仲間を裏切ったり，自分たち
と共に暮らしてきた近隣の者や，見知らぬ者を傷つけたりしたならば，おお，
主よ，私たちをこうした逸脱の罪から解放してくださL、JI5九神々の中には，
どんなに捧げものをしても，説得することも，正義の道から外れさせること
も，出来ない神もいる。「彼らのうちでは，右も左も，前も後ろも，見分け
られることはない。彼らは，瞬きもしなければ，眠りもしなL、。彼らは，一
切万物に漫みとおる。彼らは，悪をも善をも見抜いてしまう。彼らには，ど
んなものも，はるか速くのものでさえ，間近な存在である。彼らは，死ぞ忌
み嫌って，これを罰し，生けるもの一切を養って，これを支える」。
禁欲的な傾向を示しているものも，存在する。インドラは，苦行によって
天界を征服したのだと言われているl問。けれども，その主調は，禁欲主義の
それではない。讃歌には，自然の美しさや偉大さ，自然の栄光や情熱などに
寄せる，きわめて鋭敏な歓びが見いだされる。供犠の動機は，この世の良き
ものたちへの愛にある。私たちは，どんな憂欝な気分にも染まっていない，
人生やこの世に対する深い喜びを，やはり持っているからだ。それにも関わ
らず¥禁欲の習わしは，知られていた。断食や節制などが，さまざまな超自
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然的なパワーに到達する手段だと，見なされていたのである。神々が人聞の
中に入ったのは，他でもなく，悦惚的気分を通してなのだと，言われてい
る問。禁欲的な賢者たちの情惚状態への最も早い言及は， リグ・ヴェーダの
x.136に見られる 1聞〉。
プルシャ讃歌は， ヒンドゥ社会の四つの階級への分割に，最初に言及した
ものである。こういう制度が自然に生まれてきた仕方安理解するには，アー
リヤの征服者たちが，血統および民族の祖先の違いを通して，インドの被征
服部族とは別であったことを，心にとめる必要がある。元々のアーリヤ人た
ちは，みんな一つの階級に属していて，誰もが，僧{自にして兵士あり，離も
が，商人にして農夫であった。僧侶の特権的序列など，存在していなかった
のである。生活の複雑さが，アーリヤ人たちの聞の階級分化に繋がって行っ
た。各人は，始めは，加何なる者の仲立ちもなしに，神々に供犠を捧げるこ
とが出来たのに，僧侶の身分と貴族政治が，プロレタリアートから自分たち
を引き離してしまったのだ。元々，ヴァイシャという言葉は，人民全体安指
す言葉であったが，これから見ていくように，供犠が重要な役割を占めるよ
うになり，生活が次第に複雑化して生活の分担が必要になると，学問や知恵
に抜きん出て，詩作や恩来に長けたいくつかの家族が.rプトーヒタJ.即ち
「前に着く者」という呼称のもとに，礼拝の代表となっていった。ヴェーダ
の宗教が，統制のとれた儀礼尊軍主義へと発展していくと，これらの家族が，
一つの階級へと形成されていったのである。アーリヤ人の伝統を保存すると
いう彼らの重大な役割のために，この階級は，生存競争の必要を免除された。
熱気に満ちた生活への没頭に明け暮れている人たちには，思考と思索に必要
な自由と時聞を持つだけのゆとりは，なかったからだ。このようにして，ス
ピリット(霊魂)にまつわる事柄に関わりを持つ階級が，誕生したのである。
ブラーミンたちは，固定した教理を支えることを誓約した僧侶階級ではな
く，人々のより高い生活の形成に責任を帯びた知的貴族階級であった。学問
のあるブラーミンのパトロンとなった王様たちは，クシャトリヤ階級，即ち
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当時の政治的統治の任に当たった王侯貴族たちであった。クシャトリヤ
Ksatriyaという言葉は， Ksatraクシャトラ，即ち統治・支配という言葉か
ら来ている。これは，ヴェーダでも，アヴェスターでも，ペルシアの碑文で
も，問じ意味を持っている。その他の人たちは，人民，即ちヴァイシャ階級
とされた。この区分は， もともとは職業上の区分であったが， じきに世襲上
の区分となっていった。讃歌の時代には，職業は特定のカーストに縛られた
ものではなかった。人聞の好みの多様性に言及して，ある詩歌は， I私は詩
人だが，父は医者で，母は穀物引きだ」削と言っている。ブラーミンの台頭
する勢力安指し示している詩句もある。「彼は，自分の家で，平和に，安楽
に暮らしている。彼には，神聖な食べ物が豊かに流れ着いて，永遠に途切れ
ることがなし、。彼には，人民が自由意志で敬意を捧げる。プラーミンは，王
様に対してもよ席を占めるのだ」同九学識景かな専門職に従う者，戦いを事
とする者，貿易・商いをする者，彼らはみんな，一つの全体に属していたの
であるが，その全体は， もっと大きな断絶によって，被征服民族から，そっ
くり切り離されてしまった。そして被征服民族は，さらに， (a)第四の身分を
形成するドラヴィダ人と， (b)アボリジニ族とに，大別されたのである。アー
リヤ人と先住民ダスユの区別は，血統と家系に基づく民族的な区別であった
が，改宗してアーリヤ人に受け入れられたのが，シュードラ，即ち奴隷階級
だと言われることもあるが，シュードラからさらに排除されたのが，パンチャ
マたちであった問。中には，アーリヤ人は，インドの南部に到達するより前
にも，自分たちのコミュニティに，すでにシュードラを抱えていたのだと主
張する者もいる。これらの措抗する仮説の間で，決着をつけるのは，容易な
ことではない。
カースト制度は，実際には，アーリヤ人の制度でも， ドラヴィダ人の制度
でもなく，様々な民族タイプが友好的に共存してL、く必要ができた時に，そ
の要求に応えようとして導入されたものであった。先住民の大多数が信じて
いた迷信に飲み込まれてしまう危険が大きかった民族の文化を保存する唯一周
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の方法は，現存する様々な文化と民族を，鉄の鎖で堅く縛り付けてしまうこ
とであった。不幸なととに，社会組織を解体と死から守るためのこの工夫は，
かえって社会組織の成長を妨げる結果にさえなってしまった刷。進歩の波が
押し寄せたときでも，鉄壁の譲りは，びくともしなかった。この鉄壁は，社
会秩序の保存には貢献しでも，概していえば，国民の前進に役立つことはな
かったのである。けれども，だからと言って，高飛車に，初めて導入された
ときのカースト制度まで非難しでも，よいわけではなL、。ただカー ストは，
多くの民族が互いに戦い合うことなしに共存していくことを，可能にしてく
れただけであるからだ。インドは，他の民族が，死の布告をもってしたよう
な民族問問題の解決を，平和裡に解決したのである。ヨーロッパの諸民族が
互いを征服しあった時，彼らは，人間の尊厳をかなぐり捨てて，自尊心を踏
みにじることに，意を用いたのであった。カーストは，ヴェーダ期のインド
人が，征服民族と被征服民族の統合と独立を維持して，互いの信頼と調和を
促進することを，可能にしたのである。
E 
終末論
ヴェーダ期のアーリヤ人は，自分たちは強い征服者なのだというプライド
と喜びをいだいて，インドの地に入っていった。彼らは人生を存分に彊歌し
ていたので，魂の未来などに，あまり大きな関心を寄せることはなかった。
彼らにとって人生は，輝かしくて，喜びに満ちており，気難しい魂のいらだ
ちとは，まったく無縁であった。彼らが死に心を奪われたりすることは，な
かった。彼らが自分と自分の繁栄のために願ったのは，実りの秋を百回も迎
える人生であった1問。彼らには，死後の生活をめぐる特別の理論はなかった
が，反省的な心から，天と地をめぐるある種の漠然とした考え方を締め出す
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ことは，できなかった。生まれ変わりという考え方には，まだ距離があった。
ヴェーダ期のアーリヤ人は，死は物事の終わりではないことを，確信してい
た。夜の後には昼がやってくるように，死の後にも，生がやってくるのだ。
いったん存恋したものは，存在するのをやめることはない。それらは，きっ
とどこかに存在しているのに違いなL、。おそらく，ヤマの支配する，日の没
する世界に。人聞の想像力は，身震いするほど死が恐ろしくても，まだヤマ
を，恐ろしい報復の主にまで把り上げることはなかった。ヤマとヤミーは，
彼岸の世界に渡って，みずからの死すべき命を克服した，最初の人間であっ
た。人は死ぬと，ヤマの闘に到るのだと思われている。ヤマが，私たちから
取り去られることのない我が地，我が家を，私たちのために見つけておいて
くれたからだ。体が脱ぎ捨てられると，魂iま，輝かしい意的な形そ与えられ
て，ヤマや父祖たちが死ぬことなく生き続けている，財貨であふれた住まい
へと赴くのだ。死者たちは，水や橋を渡って，このパラダイスに着くのだと，
されている刷。父祖たちゃ神々の地に到る諸々の遣については， x.88.15.で
言及されている。おそらくこれは，すでに示したように，茶見の煙や供犠の
煙の立ち昇り方の違L、から，来ているのだι思われる。この違いは，まだ発
達した形をとっているわけではない。旅立った魂たちは，ヤマとお祭り騒ぎ
をしながら，天国で暮らしている。彼らのそこでの暮らしは，私たちの暮ら
しによく似ている。天閣の歓びは，地上の歓びが，完全になり，高められた
ものである。「こうした輝かしいものは，大盤振る舞いをする者たちからの
おすそ分けである。天国には，彼らのために，太陽たちが存在し，彼らは不
死性を手に入れて，いのちを長らえるのだ」問。
ヴL ーダの描く未来の生活像では，感覚的特性が強調されることがある。
しかしドイツセンは， Iイエスでさえも，天闘を，みんながテーブルに着い
て剛，ワインを飲む附，お祭りの集まりとして表現しているし，ダンテやミ
ルトンだって，未来像を描くのには，この地上世界から，ありとあらゆる色
彩を借りてくるしかなかったではなL崎、J170)と言っている。神々は， Iツー
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マ」の力によって不死の存在になるのだという。神々のようになることが，
私たちの努力の目標であるO 神々は，心からなる至福を享受しながら，霊的
パラダイスに暮らしているからだ。彼らは，飢えることも，渇くこともなく，
みずから結婚することも，結婚させられることもない。別世界についての彼
らの理想的な記述を通して，地上の生活と死後の生活のコントラストが，浮
き彫りにされる。祝福された神々は，永遠に生きる。私たちは，わずか一日
の子供である。神々は，ヤマが支配するより一段上の天国で幸せに暮らして
いる。私たちは地上での運命に，みじめに甘んじている。不死性を手に入れ
るのには，私たちはどうしたらいいのだろう。神々に供犠をささげるのだ。
不死性は，神を恐れるものへの，天からの無償の贈り物であるからだ。神々
を崇拝する良き者は，不死の存在になる。 r賢者，アグニよJ，御身をなだ
める死すべきものは，天の月となるのだJl7l)。すでに困難は感じられていた。
彼は月になるのか，それとも月のようになるのか。サーヤナはこれを， r彼
は，あらゆるものを喜ばせる，月のようになるのだJI7貯と説明している。他
の者は，彼は月になるのだと主張している 173)。自分が死んだら，先祖たちに
会う可能性があるのだと，ヴェーダ期のアーリヤ人が信じていたことを， う
かがわせるものもある附。
もしも私たちが神々を崇拝しなければ， どうなるのか， という疑問が生ま
れる。天国とは対照的な，道徳的な罪を犯した者や，神安信じない異端者の
ための，隔離された場所である地獄というものがあるのか。天国が，イ言心深
い善良な人たちだけのためにあるのなら，悪しき心の人たちは，死に臨んで，
消誠させられたり，天同にたどり着いたりするはずはなL、。だから地獄がな
いはずはないのだ。ヴァルナは，行いの悪い者たちを，そこからは二度と戻っ
てこられないような，暗い深淵に突き落すのだと，言われている。インドラ
は，自分の崇拝者を傷つけるような人聞は，より深い聞に追いやるように，
析られる問。こうした暗い深淵に転落して，姿を消してしまうのが，邪悪な
者たちの運命のように思われる。ここには，地獄をめぐるグロテスクな神話
サルヴェパリー・ラーダークリシュナン『インド哲学』第一部第耳章 113 
や，後のプラーナ憩典に見られるような地獄のおぞましさは，まだ存在して
いなL、。義なる者たちのための天国と，邪悪な者たちのための地獄が，原則
である。義には褒美が，不品行には罰が，ついて回る。ドイツセンが言うよ
うに，無知な者たちが死後に迷い込む，真の閣に覆われた喜びのない領域が，
私たちが暮らすことになる唯一つの世界だとは，私は思わなL、。サンサー ラ，
即ち輪廻転生を示すようなものや，幸せの階層を示すようなものは，まだ，
何もない。リグ・ヴェーダには， Iなすべき務めを果たして，年を取ったら，
その人は，この地を後にする。それから彼は，もう一度生まれる。これが，
三度目の誕生となるのだJと審かれている問。これは，人は誰も三度生まれ
るのだというヴェーダの理論に言及しているのである。最初は，子供として
生まれ，次は，霊的教育によって生まれ，最後は，死後に生まれるのだ，と
いうのである。ここでは，感動的な人生原理としての，魂への信仰に出会う
わけであ7.，'77)0 X.58では，明らかに無意識的な人聞の魂が，樹木や空や月
から，さあ，自分の元の意識状態に戻るのだと，勧められる。明らかに，魂
は，ある異常な状態では，体から離れることがあるのだと考えられていたの
である。しかしながら，こうした事柄の全てが，ヴェーダ期のアーリヤ人が，
生まれ変わりという考え方に親しんでいたことを，示しているわけではない。
却
結論
讃歌は，その後のインド思想の基盤を形成している。ブラーフマナが，讃
歌に影を落としている供犠の犠礼を強調するのに対して，ウパニシャツドは，
独自の哲学を示している。パガヴァッド・ギーターは，ヴァルナ崇拝の理想
化にすぎない。カルマの偉大な教説は，天則リタという形で，まだそれ自身
の幼児性のうちに留まっている。サーンキャのニ充論は，海に浮かぶ黄金の
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胎児ヒラニヤガルパという考え方安，論理的に展開したものである。供犠を
踏み行ったり，讃歌を詠唱したり，ソーマ・ジュースを飲んだりすることか
ら生まれる憐惚的状態についての記述は，私たちが天界の栄光を目の当たり
にして，声が聞こえてきたりヴィジョンが見えてきたりするときのような，
神的祝福に満たされたヨーガ状態のことを，思い起こさせる。
第二章終り
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第E章
ウパニシャツドの哲学への移行
I 
アタルヴァ・ヴェーダ
「どうにも支離滅裂なリグ・ヴェーダの讃歌，ひどく混同された早期の神
格たち，やっと整ったパンテオンで，また繰り返される併合，おかしな神々
の導入，責め苦に満ちた地獄という認識，多くの神格に代わって，あらゆる
神々と全自然を等しく表現する唯一者，悪しき目的のための呪文，尊い目的
のためのまじない， rわが憎み，憎まれる者たち」への呪いの定式，子授け・
長生き・悪魔払い・解毒・病気平癒のための祈祷，生費の「残骸」が神格に
高められることからくる， しびれるように厳かな儀式，蛇・病・眠り・時・
星などへの讃歌，僧侶を困らせるものへの呪いの言葉 こうしたごった煮
が， リグ・ヴェーダをざっと読んだ後で，アタルヴァ・ヴェーダlこ目を通し
た時に得られる印象であるJ!)o私たちは， リグ・ヴェーダでも，まじないや
呪文の奇妙な言葉をはじめ，魔除けや妖術，さらには生命のないもの・悪鬼・
悪魔なと、への讃歌などに，出会うし，家の住人を眠らせてしまう泥棒のお守
り2)や，女性たちが悪霊に流産させられるのを防ぐまじないとか3) 病気を
追い出す呪術4)などを，見出しもする。妖術や魔術は， リグ・ヴェーダの時
代でも，よく見られたが，ヴェーダの預言者たち seersは，それらを助長す
ることも，認めることも，なかった。それらへの，たまに行われる言及にし
ても，外から偶々付け加えられたものといった様子なのに，アタルヴァ・ヴェー
ダになると，それらが，主要なテーマになっているのだ。
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アタルヴァ・ヴェーダの不気味な宗教は，明らかに， リグ・ヴェーダの宗
教よりも古いものであるが，それが集成されたのは， リグ・ヴェーダより後
であった。ヴェーダ期のアーリヤ人は，インドに侵入するにつれて，未開部
族や野蛮人をはじめ，蛇や大蛇への崇拝や，石や根株などへの崇拝1:，出会
うことになった。未聞の，半文明化された部族のただなかで，前進的な文明
状態を推し進めようとすれば，どんな社会も，彼らを完全に征服するか，彼
らに自分たちの文化的要素を分かち与えるかすることで，新しい状況に対処
して，これを克服していくしかない。与えられた選択肢は，近隣の蛮族たち
を披ぼしてしまうか，彼ら与を吸収して，より高いレヴェルにまで引き上げて
しまうか， 自分たちが彼らに圧倒されて飲み込まれてしまうのを， 自らに許
してしまうかの，どれかである。最初の道は，数の不足から言って，不可能
であった。民族や文化に対する誇りからして，第三の道には，抵抗があった。
残るは，第二の道だけで，それが採用されたのである。リグ・ヴェーダは，
肌の白いアーリヤ人と肌の黒いダスユのあいだで戦闘が行われていた時期の
ことを記していて，インド神話では，これが，神々と悪鬼・羅剃の戦いに仕
立てられているのであるが，アタルヴァ・ヴェーダは，戦闘がおさまって，
両者が，ギヴ・アンド・テークを通して調和裡に暮らしていこうとしている
時期のことを，伝えている。調停・和解のスピリットは，おのずと，原始部
族の宗教を引き上げる一方で，魔法sorceryや妖術witchcraftを引き入れ
ることで，ヴェーダの宗教を劣化させてしまった。聖霊や星々，樹木や山々
の崇拝や，その他，ジャングルの部族たちの迷信も，ヴェーダの宗教に入り
込んでいった。ヴェーダ期のアーリヤ人の，未聞の者たちを教育しようとい
う努力は，みずからが拡げようとしていた理想を，かえって堕落させる結果
となった。アタルヴァ・ヴL ーダの抜粋に施した翻訳の序文で，ブルームフィー
ルドは，次のように言及している。「妖術でさえ， ヒンドゥの宗教の一部を
なしている。妖術が，最も神聖なヴェーダの儀式にも浸透して，その儀式と
深く混ぜ合わさってしまったからだ。民間宗教と迷信の泊々たる流れが，無
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数のチャンネルを通して，ブラフマンの神官が示すより高度な宗教に漫み込
んでしまった結呆，神宮たちには，自分の宗教の信仰から，それを取り巻く
大量の民間信仰を洗い流すことも，敢えてそうしようとすることも，出来な
くなってしまったものと，思われるJ5)。これが，世の弱者の，強者に対する
報復というものである。ヒンドゥの宗教の雑多な性格は，正しくここから説
明がつく。その雑多な性格は，野議な迷信に満ちた当てどのない空想から，
大胆な思考の最高の洞察に至るまでの，思考と信仰の一切の中間領域を，み
ずからのうちに抱きとめているからだ。アーリヤ人の宗教は，始めから，拡
大的でも自己発展的でもあったうえ，寛容でもあったために，その宗教は，
自分の成長を通して出会った新しいに勢力に，みずから順応し続けていった
のである。ここには，真の謙遜と共感的理解とにみちた，洗練された感受性
が見て取れる。インド人は，より低い宗教を軽く見て，それらを力ずくで消
滅させてしまうことなど，由とはしなかったのである。彼らは，自分の宗教
だけが日俊一真の宗教だなどといった妄想病患者の抱くプライドなど，持ち合
わせてはいなかったのだ。もしも神が，人聞の心を独自の仕方で満たしてく
れるのだとしたら，それはそれで，立派に真理のー形態である。どんなもの
にも，真理の全貌を手に入れることなど，できはしなL、。真理の全貌には，
少しずつ，部分的に，一時的な形で，迫ることが出来るだ・けだからだ。しか
しながら，ひとは，時として不寛容がつの徳にもなりうること私忘れ
てしまう。宗教的な事柄にも，グレシャムの法則のようなものが，存在する
のだ。つまり，アーリヤ人の宗教と非アーリヤ人の宗教が，洗練された宗教
と粗雑な宗教として，また上質な宗教と低俗な宗教として，互に出会ったと
き， i悪貨は良貨を駆逐する」という傾向が，実際に見られたのであった。
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E 
神学
アタルヴァ・ヴェーダの宗教は，この世が姿なき幽霊や死霊たちで溢れて
いた原始人の宗教であった。自然の諸力に対する自らの無力や，絶えず死に
さらされた自らの頼りなさなどが自覚されると，死や病をはじめ，季節はず
れの大雨や地震などが，恐ろしい空想、の遊技場となってしまう。この世iま，
悪鬼や神々であふれた巷と化し，この世の惨事は，不満を抱く精霊たちの仕
業とちれる。人が病気になると，医者ならぬ魔術師が呼ばれて，患者から精
霊を誘い出すために，呪文が唱えられる九ぞっとする力たちは，人間をも
動物をも含めた，血の滴る生費をもってしなければ，納まらなL、。死に対す
る恐れが，迷信をのさばらせたのだ。マダム・ラゴージンは，次のように記
している。「ここにあるのは， リグ・ヴェーダのリシたちが，心から信頼し
て感謝在もって呼びかけた，恵みぷかい神々の住まう明るく陽気なパンテオ
ンとは大違いの，ぞっとするような世界であって，そこでは，暗く顔をしか
めたデーモンたちが，アーリヤ人の空想、から湧き出ることは決してないよう
な絶望的怖れぞ掻き立てながら，跳梁践麗しているのだJ九アタルヴァ・ヴェー
ダの宗教は，アーリヤ人の理想と非アーリヤ人の理想のアマルガムである。
そのため， リグ・ヴェーダのスピリットとアタルヴァ・ヴェーダのスピリッ
トの区別は，ホイットニーによって，次のように記されるところとなる。
「リグ・ヴェーダでは，神々は，恭しい畏れの心を以て， とは言え，実に，
震と信頼の心をも以て，近づかれる。神々に礼拝告ささげると，その人は，
その礼拝によって，高く引き上げてもらえる。ラークシャという一般的な名
称で一括されるデーモンたちは，怖れの対象ではあるが，神々が，彼らを撃
退し，械ぼしてくれる。これに対して，アタルヴァ・ヴェーダの神格たちは，
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おもね
その怒りには見くびりを以てし，その恵みには阿り4をもってすべき力として，
身の縮むような怖れとともに見つめられる。アタルヴァ・ヴェーダは，様々
なランクと様々なクラスに及ぶピンからキリまでの悪鬼やいたずら子鬼にも
事欠かず，彼らには，直に呼びかけて，惑さをしないようにと，自ら賛美を
捧げる始末である。祈りのマントラは，古いヴェーダでは，献身的信仰の道
具であったのに，ここではむしろ，迷信の道具となっている。昔は，人々に
寄せる神々の善意から与えられたり，ただの魔術的な力で唱え手に与えられ
たりした恵みを，マントラは， しぶしぶ差し出される神々の手から，もぎ取
らねばならないのだ。アタルヴァ・ヴェーダの最も際立った特徴は，そこに
含まれる呪文の種類の多さにある。呪文を唱えるのは，恵みを期待する当人
か，より多くの場合は，妖術師であるが，それは，この上もなく多様な願い
事を叶えてもらうことを目指している。……ただ一つの儀礼や儀式を取り上
げて，それを賛美するための讃歌もあって，それなどは， リグ・ヴェーダの
ノfー ヴァマーナ讃歌のソーマ讃歌の流れに一脈通じている。思弁的かっ神秘
的な讃歌も，欠けてはいないが，その数は，ヒンドゥの宗教が，原初的なヴェー
ダ期以降，様々な時期を通して辿ってきた発展からすると，意外なほど少な
い。概して言えば，アタルヴァ・ヴェーダは，神宮の宗教というより，むし
ろ民間宗教のようで，ヴェーダ期から近代への移行を遂げるにあたっても，
バラモンたちの昇薬会議げた汎神論への中間ステップを形成しているという
より，むしろ無知なる一般大衆の，低俗な偶像崇拝や迷信なと、への中間ステッ
プを形成しているように，思われるP。魔術的宗教が，妖術や魔法に対する子
供じみた依帯によって，より純粋なヴェーダの宗教にとって代わるのである。
精霊spiritsを追い散らし，精霊をコントロールするすべを心得た医師が，
最高の地位に就く。しかし私たちは，タパスによって自然を自在にコントロー
ルする力を得るのだという，偉大な禁欲主義者たちのことも，聴いている。
彼らは苦行によって，地・水・火・風・空の五大の力を自在に操るのだ。体
安死んだ状態にすることで，悦惚状態、を誘発できることが，当時，知られて
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いた。魔術の隠された力によって，神的パワーに参入することが出来るのだ。
魔術や魔法の専門教師たちは，ヴェーダの預言者たち seersからも受け入れ
られたので，彼らの職業は威厳に満ちたものとなり，その結果，魔術と神秘
主識が， じきに混同されるようになった。私たちは，人々が五つの祭火に閉
まれて坐っている姿や，片足で立っている姿，腕を頭上に突き立てている姿
などを見出すが，これらはどれも，自然の力を支配して，神々をも意のまま
に従わせようとするものである。
アタルヴァ・ヴェーダは，インドの迷信に支配された部族たちの聞に広がっ
ていた鬼神信仰のことぞ伝えてくれるが，ある面においては， リグ・ヴェー
ダよりも進んでいて，ウパニシャツドやブラーフマナと共通な要素も持って
いる。私たちは，カーラすなわち時の神や，カーマすなわち愛の神や，スカ
ンパすなわち支えの神などにたいして，崇拝の念を抱いている。このうち最
大の神はスカンパで，彼は究極の原理として，無差別的に，プラジャーパティ，
プルシャ，ブラフマンなどと呼ばれる。彼は，己のうちに，時間および空間，
神々，ヴェーダ，道徳の力など，一切を含んでいる九ルドラは，動物たち
の主で，ヴェーダの宗教と後のシヴァ神崇拝の，接点となっている。リグ・
ヴェーダのシヴァは，吉神の名を意味するだけで，神の名ではなかった。ル
ドラは， リグ・ヴェーダでは，悪意をもって家畜を滅ぼす神格であった叩)が，
ここでは，あらゆる家畜の主，パシュパティとなっている。プラーナは，自
然界に生命を与える原理として，讃えられるヘ後のインド形而上学におい
て大いに異彩を放つことになる活力・生気の原理が，ここで最初に言及され
ているのであるが，ことによると，これは， リグ・ヴェーダの地， 7.1<，火，
空の，空airの原理が発達したものかもしれなL、。リグ・ヴェーダの神格は，
両性からなっていたが，男性の神格が優位にあった。しかし，アタルヴァ・
ヴェーダでは，それが変化する。タントラ密教で，セックスが基盤になるの
も，驚くにあたらない。アタルヴァ・ヴェーダでは，牛の聖性が認識され，
ブラフマ・ローカにも嘗及されるω。ナラカの名で知られる地獄は，恐ろし
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さと責め苦を一つに集めた所なのにべかなりおなじみの所となっている。
アタルヴァ・ヴェーダの魔術的部分にさえ，アーリヤ人からの影響がみら
れる。魔術が受け入れられるべきだとすれば，次善の策は，それを洗練させ
ること，つまりは黒魔術を非として，白魔術会助長することである。多くの
お守り様は，家庭や村の生活に調和をもたらしてくれる。インドのアーリヤ
化されていないところでは，野蛮で血の滴る犠牲の習慣が今でもみられるが，
これは非難の的とされている。アタルヴァ・ヴェーダの古い呼称である「ア
タルヴァーンギラサ」という言葉は，元は異なった二つの層から出来ていた
ことを，示している。アタルヴァンという層と，アンギラスという層が，そ
れである。前者は，癒しの目的のために用いられる縁起の良い行為を指して
おり lぺ敵対的な行為は，アンギラスのものである。前者は医術で，後者は
魔術なのに，ここでは，両者が混ぜ合わされているのである。
アタルヴァ・ヴェーダは，実に多くの妥協の産物なのだから，ヴェーダと
して認定されるにあたっては，ずいぶん多くの問題があっただろうと思われ
るlヘそれが一段低く見られたのは，その中心となるテーマが妖術にあった
からだ。それは，インドで悲観的なものの観方が増えていくのを助長した。
だが人は，悪魔やサタンの存在など信じられなくても，人生で喜びを保つこ
とは，不可能ではない。公平に言って，アタルヴァ・ヴェーダが，インドに
おける科学の発議ぞ準備するのに， (反商教師として)一役買ったことだけ
は，認めなければならなL、。
?
ヤジュール・ヴェーダとブラーフマナ
思想の歴史では，創造的な時期と批判的な時期が，交代でやってくる。豊
かで輝かしい信仰心に満ちた時期に続いて，無味乾燥で，これ見よがしな信
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仰心の時期がやってくる。リグ・ヴェーダからヤジュール・ヴェーダへと，
さらにはサーマ・ヴェー夕、とブラーフマナへと， JI聞に移行するとき，私たち
は雰囲気が変わるのを覚える O 前者の新鮮な単純さが，後者の冷たい上辺の
姿に席を譲るのである。宗教のスピリットが後進して，宗教の形式が重要性
を占めるようになるのだ。祈祷書が必要だと感じられる。儀礼が発展を見る。
讃歌がリグ・ヴェーダから採用されて，供犠に合うよう手が加えられる。そ
して神官が主君になる。ヤジュール・ヴェーダは，祭壇がしつらえられると
きに唱える特別の決まり言葉を，定式化する。サーマ・ヴェーダは，供犠で
詠唱される歌を，新作する。これらのヴェーダは，ブラーフマナと一緒に論
じることが出来る。これらはどれも，供犠の儀礼について記しているからだ。
それぞれに象徴的な意義が付与され，そのほんのわずかな細目に最大の重み
が与えられるといった外面的儀式の膨大で複雑なシステムが，一群の神官た
ちによって，挙行される。しかし，儀礼と供犠の息の詰まるような雰囲気の
なかでは，真に宗教的なスピリットは，生き残れなかった。そこでは，理想
への憧れに満ちた宗教的感情も，罪責の意識も，ともに欠けているからだ。
どんな祈りも，特定の儀式と抱き合わされて，何らかの物質的利益が得られ
ることを目指している。ヤジュール・ヴェーダの定式は，暮らしの福祉を求
める細やかな要求の，うんざりするような反復で溢れている。リグ・ヴェー
ダの讃歌の時代と，その他のヴェーダやブラーフマナの時代の聞に，はっき
りした線が引けないのは，後者において主勢を占めるようになった要素が，
リグ・ヴェー夕、の讃歌のうちにも，見出されるからだ。ある程度の確実性を
持って言えることは， リグ・ヴェーダの讃歌の多くが，ブラーフマナの時代
より早い時代に属している，ということである O
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百
神学
ブラーフマナは，ヴェーダの第二部を形成するものであるが，供犠の儀礼
の複雑な詳細を通して神宮たちを導くことを，目指している。その中心をな
すのは，アイタレーヤ・ブラーフマナと，シャタパタ・ブラーフマナである。
詳細をめぐる解釈の違いから，流派の異なるブラーフマナがいくつか生まれ
た。この時期は，宗教の進化のうえに現れた様々な変化によって特徴づけら
れるが，それらの変化は，その後の歴史に一貫して影響を与えてきた。供犠
の強調，カーストとアーシュラマ(人生の四住期)の遵守，そしてヴェーダ
の永遠性や，神官の優越性などは，どれも，この時期のものである。
私たちは，この時期にヴェータゃのパンテオンに新しく付け加えられた神々
の話から，話を始めることが出来る。ヤジュール・ヴi ーダでは，ヴィシュ
ヌが重要な神となった。シャタパタ・ブラーフマナでは，彼を供犠の権化と
している凶。そこには，ナーラーヤナの名前も出てくるが，ナーラーヤナと
ヴィシュヌが関係づけられるのは，タイツティリーヤ・アーラニヤカにおい
てだけである。カウシータキ・ブラーフマナでは，シヴァが登場して，異なっ
た名前で呼ばれているへここでは，ルドラが，慈悲深い形をとって，ギリ
シャと呼ばれている則。リグ・ヴェーダのプラジャーパティが，中心的な神
となって，この世の創造主とされる。ヴィシュワカルマンが，ブラジャーパ
ティと同一視されるヘ ム神教が，熱心に説いて聞かされるO 火神アグニは
非常に重要な神となる。祈りの主であるブラフマナスパティは，讃歌の指導
者にして，儀礼の組織者となる。リグ・ヴェーダのブラフマンは，神に向け
られた讃歌や祈りを意味していたが，それは，預言者seerに祈りを創作さ
せる主体の力から，祈りが捧げられる対象を意味するようになった。それは，
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祈りの原因から，供犠の力そのものを意味するようになったと言ってもよL、。
ブラーフマナでは，宇宙全体が，供犠によって生まれたとされるところから，
ブラフマンが，この世の創造原理を意味するようになったからだ制。
ブラーフマナの宗教は，純粋に形式的な宗教である。燃え立つ詩魂も，ヴェー
ダ讃歌の力強さも，もはや，そこには見られなL、。祈りは，マントラをつぶ
やいたり，神聖な定式を発声したりすることを，意味するだけのものとなる。
神を行動に駆り立てるためには，大声で誓願することが必要だと考えられた。
言葉が，オカルト・パワーを秘めたこれ見よがしの響きとなった。それの神
秘を理解できる者は，地上に降り立った神の威厳をみずからに主張する，神
官ただ一人で・あった。その心は，自分もまた神々のように不死の存在になる
ことであって，神々さえも，神官が供犠を執り行うことによって，はじめて
不死の立場に就くのであった2九一切が，供犠の影響のもとにある。供犠が
なければ，太陽も昇ることはないだろう。私たちが馬を生費にささげる供犠
を百回も執り行えば，インドラをも，天の王座から退位させることが出来る。
供犠は神々を喜ばせて，神々に利益を与える。供犠を通して神々は人間たち
の友となる。供犠は，原則としては，天上の至福を得るためのものではなく，
地上の利益を得るために行われるものであった。契約的な動機に基づいた，
厳格で，魂を硬化させるような，商業主義的な信条が，ヴェーダの，単純で
信仰心の篤い宗教に，取って代わった2九ヴェーダ讃歌の供犠は，真の宗教
を指し示す祈りの，表層的な付加物であったが，今やそれらが，中心的な位
置を占めるところとなった。儀式では，行われる一つ一つの行為，肢かれる
一つ一つのシラブルが，重要となった。ブラーフマナの宗教は，微妙な象徴
を様々に抱えて， 1没後lこは，退屈な儀礼と街学的な形式主義の，魂を欠いた
メカニズムとなっていった。
供犠の観念が支配的になるにつれて，神宮の地位が高まっていった。霊感
を受けて真理を詠ったヴェーダ讃歌のリシは，今では，啓示文書を所有して，
魔術的公式を繰り返す者となった。アーリヤ人の，三つの階級への単純な職
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能上の区分が，この時期になると，世襲的な性格を帯びるようになる。供犠
の儀式の高度に手の込んだ性質は，神官の務めに特別な訓練を求めた。供犠
の儀式の複雑でこまごましたシステムを，一家の家長が執り行うことは， も
はや不可能となった。神官の身分は，一つの専門職となり， しかも世襲的職
業となった。ヴェーダの伝承を保有する神官たちが，神々と人間たちをとり
結ぶ正統な仲介者となり，神の恵みの授け手となった。ヤジャマーナ，すな
わち施主は，脇にやられる。彼は，人材，資金，資材などを提供する影の人
物となる。神官が，彼に代わって，残りの全てを行うのだ。権力，威信，享
楽などに憧れる利己心がまかり通って，本来の理想が湛えていた輝きを曇ら
せてしまった。捧げものの価値をめぐって人々を間違った方向に導くような
試みが，重ねられた。職能と職務の独占が，揺るぎないものとなった。シン
ボリズムを途方もなく推し進めることで，神官の地歩が固められた。言語は，
私たちの思考を押し隠すためのものででもあるかのような形で，用いられた。
物事の隠れた意味を知ることが出来るのは，ただひとり神官だけであった。
神官が， 自分には神の威厳があるのだとしたのも，驚くにはあたらなL、。
「実に，神々には，二種類ある。なぜなら，神々が，間違いなく，神々であ
るのだとしたら，ヴェーダの伝承を学んで，これを教える神官は，まさしく，
人聞の神々であるからだJ2九
そうした行為が禁じられていることを知るだけの道徳的センスはありなが
らも，自分には，自分を酷使するような不時な輩には，死をもたらすことも
出来るのだと，まじめに宣言するような神宮が，輩出する剖〉。神官階級にさ
らなる力を与えることにな勺たのは，やがて見ていくように，そのまわりに
聖性の輝きが育っていくことになる，アーリヤ人の携えていたヴェーダは，
これを保存する必要があったという，今一つの事情であった。それらを保存
する任が，ブラフマン階級に託されたのだ。いやしくもヴェーダが生き残る
べきであるのなら，ブラフマンこそがその天命に従わなければならない，と
いうのだ。その結果，ブラフマンは，かえって厳しい条件を抱え込むことに
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なった。「聖なる文書についての学識なきプラフマンは，火のついた枯草の
ように，たちまちにして消滅する」からだω。またブラフマンたる者は，毒
を退けねばならないように，世間的名誉をも退けねばならない。彼は，ブラ
フマチャーリン，すなわちヴェーダぞ学ぷ若き学徒としては，自分の強い感
情を抑え，指導者に仕え，食を乞うことが，求められる。一家の主としては，
富安避け，真実安語り，有徳な暮らしを送り，心身の清浄を保つことが，求
められる。ブラフマンは，自分たちが守るよう託された責任には，みずから
忠実でなければならないと，感じていた。彼らが，歴史よのどんな危険な出
来事にも抗して，どれほど見事にヴェーダを保存してきたかは，敢えて語る
までもない。今日でも，私たちは，インドの街の路上のあちこちで，ヴェー
ダの学習の活きた宝庫に出会うことが出来る。後年の厳しい障壁は，歴史上
の様々な出来事にまで起源を遡ることが出来る。ブラーフマナの時代には，
バラモン，クシャトリヤ，パイシャの三階級同士の聞には，さほど大きな物
鷺的区別はなく，彼らはみんな，ヴェーダの知識を伝授されることも出来
た26)。供犠というのは，天に向かつて航行する一隻の船のようなもので，船
に一人でも罪深い神官が乗っていたら，その一人の神官が，その船を沈めて
しまうことになる2九したがって，徳性が，どうでもよいものとして廃棄さ
れたりすることなど，まったくなかった。ブラフマンの神宮は，邪悪でもな
ければ，愚かでもなかった。彼らは，それぞれに義務と正義の観念をもって，
それらを人に教えようとした。彼らは正直かっ実直な人たちで，規則に従い，
祭式を遵守し，カのかぎり教義を護持した。彼らには召命感があって，それ
を，熱意と敬意をもって充足させた。彼らは，学問と人間性に対する自分た
ちの大いなる愛を表現するための，手の込んだ法典を編み上げた。もしも彼
らに間違いがあれば，彼ら自身が伝統に縛られていたからだ。彼らは，自分
たちの抱いた幻覚が何であれ，誠実な魂であった。彼らは，自分たちの正統
派的信念の真実性については，露ほども疑わしいと思うことは，なかった。
彼らの思考は，時代の因習によって麻痩させられていたのだ。けれども，周
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りの世界が野蛮な慣習にどっぷりつかっていて，粗野で理不尽な要素が彼ら
をそうした思いに駆り立てていたときに，神官たちが白分たちの文化と文明
に誇りを抱いたからと醤って，それを不当だと言う人は，いないだろう。
ものの本質から言って，専門的な神官職は，醸落していくものと決まって
いる。けれども，インドのブラフマンが，他のどこの神宮職より尊大で偽善
的であったと考えなければいけない理由は，ない。ありうる臨落に対しては，
その時代においてでさえ，預言者的魂の澄み切った静けさと素朴な偉大さを
湛えた真のブラフマンたちから，抗議の声があげられたからだ。彼らは，利
己的な神宮のこれ見よがしや偽善に反抗しては，その堕落ぶりに顔を真っ赤
にしたのだ。神官級についてどう評価しようと，忘れてならないのは，ブラ
フマンは家長が果たすべき義務を(家長に代わって〉考慮していたという事
実である。家住期のほかにも，家庭における儀礼の義務から全く解放された，
林住期や遊行期があったからだ。ブラーフマナの規則も，ただ居丈高で強制
的なものであったならば，長続きすることはなかったであろう。結局のとこ
ろ，ブラーフマナの規則が説いたのは，誰もが自分の社会的義務を果たすべ
きだということだけなのだから，その規則は，分別をわきまえることへの信
任を命じていたことになる。
その後の哲学では，ヴェーダの，すなわちシャブダプラマーナの正統性と
言われるものについて，よく聞かされることになる。ダルシャナ，すなわち
哲学の体系は，ヴェーダの権威を受け入れるか，拒絶するかによって，正統
哲学と異端哲学に区別されることになる。つまりヴェーダが，神の啓示と見
なされるのである。後の時代のヒンドゥ教の護教論者は，ヴェーダの権威を
支持するために天才的解釈を提出したが，ことヴェーダの預言者seersにつ
いて言えば，彼らにとってヴェーダというのは，純粋な心に啓示された最高
の真理のことであった。「幸いなるかな，心の清らかな者。彼らは，天国を
見るであろう」。ヴェーダ讃歌のリシたちは，自分のことを，讃歌の作者と
呼ぶより，讃歌の見者seersと呼んでいる問。それは，心の眼で観ること，
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つまりは直観によって観ることである。リシの阪は，感情によって曇らされ
ることはないので，感覚にとって明白ではないような真理でも観ることが出
来る。彼は，自分の観る真理を伝えるだけで，真理を造るわけではなL例。
ヴェーダは，シュルテイ，すなわち魂が聴き取る永遠なるものについての讃
歌，である。ドゥリシティという言葉もシュルティという言葉も，ヴェーダ
の表現であるが，どちらも，ヴェーダの知識が，どれほど論理的証明の問題
ではなく，直観的洞察の問題であるかを，示している O 詩人の魂は，心が，
散漫な意識の狭い地主fから引き揚げられて，霊感を受けた状態のときに，真
理を自ら聴取したり，真理を自らに啓示していたりするのだ。ヴェーダの預
言者によれば，讃歌の内容は，ただこの意味においてのみ，吹き込まれたり，
啓示されたりするのであって，彼ら自身は，奇跡的なことや超自然的なこと
など，少しも示唆しようとはしていないのだ。彼らは，讃歌は，自分が創作
したり，創造したりしたものだとさえ，言っている。彼らは，詩人としての
自分の仕事を，大工や織工や船頭の仕事と比べて加それについて自然な説
明をしている。讃歌は，人問のハ一トが抱く感f情青によつて創られるのだ3叩1)
彼らは，自ら讃歌を見つけたのだと，言ったりすることもあれば汽ソーマ
酒を飲んだ結果，心が高揚したせいだと，言ったりすることもある制。彼ら
は，きわめて慎ましいスピリットから，讃歌は「神様からの授かりもの」だ
と，主張するのである刊。インスピレーションという観念は，まだ絶対確実
な啓示という観念にまで，変容されてはいない。ところが，ブラーフマナの
時代にまで降ると，ヴェーダをめぐる神の権威が，一つの事実として受け入
れられる時代になってしまう制。神による啓示を主張し， したがってまた，
啓示の，永遠の安当性を主猿することが，この時期に始まるのである。その
起源は，容易に理解することが出来る。当時，文字はまだ知られていなかっ
た。印刷所弘出版社もなかった。ヴェーダの内容は，教師から教師を通じ
て，繰り返し，口頭で伝えられていった。そこで，ヴェーダには，敬意が損
なわれないように，ある穣の神聖性が付加されたのである。リグ・ヴェーダ
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では，ヴアーク，すなわち話し言葉は，それ自体，ー柱の女神であった。そ
こで，ヴアークからヴェーダが溢れ出したのだと言われて，ヴアークがヴ、ェー
ダの母になった紛。アタルヴァ・ヴェーダになると，マントラが魔術的な力
安持っと言われるようになった。「ヴェーダは， 自立自存の存在者から，恩
のように流れ出した」幻〉。ヴェーダが，インスピレーションを受けたリシへ
の，神の啓示と見なされるようになったのだ。シャブダ，すなわち歯切れの
良い明確な響きも，永遠の響きだと考えられる。ヴェーダのこうした見方か
ら生まれる明白な結果として，哲学がスコラ哲学化されることになる。現実
の生きた書葉として語られた雷棄が，厳格な定式に固定されると，そのスピ
リットは，死んでしまう。インド思想史のごく早い時期に定式化されたヴェー
ダの正統性は，その後の進化の過程全体に影響を与えた。その後の哲学では，
より早い時代の，必ずしも一貫していない非体系的なテクストでも，これを，
ー纏まりの意見として解釈する傾向が発達した。伝統が，ひとたび神聖にし
て不可謬のものと見なされるようになると，その伝統は，真理と考えられる
ものを表わしていたり含んでいたりするものとして表明されることが，不可
欠となる。このことは，同じテクストが，互いに矛盾していたり一貫してい
なかったりする様々な教識や原理を支持するのにも，引用されるという事実
の説明になる。ドグマと多様な見方への忠誠が共存すべきであるのなら，そ
れは，解釈の絶対的な自由によってしか可能にならないが，インド哲学がそ
の天才性を発揮するのは，まさにこの点においてである。だがそれなのに，
インドの思考が，長いこと，独断的な哲学化にひとり超然と染まらないでき
たのは，驚きである。インドの思想家は，先ずは，一貫した教理体系に到達
してから，その後で，自分の立場を支持してくれるような，より早い時代の
テクストを探し求める。彼らは，そうしたテクストそ，自分の支えに仕立て
上げたり，それを天才的な形で説明してのけたりするのである。こういうヴェー
ダの伝統には，優れた効果が一つあった。それは，哲学を，現実の生きた哲
学にし腕けるのに，役立ったのだ。インドの思想家は，虚しい議論に耽った
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り，人生に何の接点ももたないような形而上学的談義に興じたりする代わり
に，ヴェーダに表明されているような最高の預言者たちの宗教的洞察に基づ
いて判断していかれるような基盤を，自らしっかり据えたのである。そうし
た基盤は彼らに，人生の中心的事実に対する手がかりを与えてくれたので，
どんな哲学も，それを手放すことはできなかったのである。
天地創造の理論
天地創造の理論については， リグ・ヴェーダが先鞭を切ったが，それに続
く，すでに言及した想像力畳かな説明もある。リグ・ヴェーダの後，タイツ
ティリーヤ・ブラーフマナは，次のように言っている。「その先には，天も，
空仏大地も，何も実在しなかった」。欲望が実在の種子となる。「実に，初
めは，ひとりブラジャーパティばかりが，ここに実在した。彼は自分を相手
に考えた。どうしたら私は，豊かに繁殖することが出来るだろうか，と。彼
は，苦労と禁欲生活を重ねた。そして彼は，生き物たちを創造したのだJ担)。
VI 
倫理
ブラーフマナの宗教への公平を期するなら，そこには，高い道徳的センス
と高揚した感情の形跡がしばしば見つかることを，指摘する必要がある。人
聞の義務をめぐる考え方が，ここに，生まれるのである。人聞は，神々と人々
と動物たちに対して，何がしかの負債や義務を負っているのだと，言われる。
義務は，次の四つに分けられるo(1)神々 への義務， (2)預言者seersたちへの
義務， (3)心への義務， (4)人々への義務， (5)より低い創造物への義務。これら
の義務全てを満たす者が，普き人である。誰も， 日々の食事の一部を，神々
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と先祖たち，人々と動物たちに与えて，日々の祈りを唱えてからでなくては，
これに手を付けてはならなL、。これが，周りの世界と調和して暮らしていく
道である。人生は義務と責任の連続である。この考え方は，その理想、を実際
に成就する様子がどんなであれ，たしかに，気高く，高遇である。私たちは，
何をするにつけても，私心のなさを実践することが出来るのだ。シャタパタ・
ブラーフマナでは，一切のものを犠牲に供すること，すなわちサルヴァメー
ダこそが，霊的自由を手に入れる手段なのだと説かれている田}。言うまでも
なく，信心深いことが，第一の義務である。その本質は，固定的な儀礼を機
械的に執り行うことにあるのではなL、。それは，讃美と良き仕事のうちにあ
る。神のようであることとは，出来る限り神的であろうと努めることである。
真実を語ることが，信心深くあることの不可欠な一部である。それは，宗教
的かっ道徳的な義務である。アグニは誓願の神であり，ヴアークは，話し言
葉の主である。どちらも， I嘘偽りのなさ」がまもられていなければ，機嫌
を損ねてしまう 40)。私たちは，供犠の象徴的解釈については，すでに注目し
ている。本質的な無駄骨に触れている個所もある o Iこのことを心得ていな
い人が，供犠の供え物をしたり，禁欲を重ねたりしても，彼方の世界は手に
入らなb、。かの状態は，このことを心得ている人だけのものだからだJ4Il。
姦淫は，神々に対する罪として，それも特に，ヴァルナに対する罪として，
非難される。しかし，どんな悪行をおかしても，告白すれば，罪が軽くなる
とされている叫。禁欲もまた，価値ある理想のーっとして賞揚される。神々
は，苦行によって神の座に就いたとされているからだ叫。
アーシュラマの法が導入されたのは，或いは，より正確に言って定式化さ
れたのは，この時代である叫。ヴェーダ期のアーリヤ人の生活には，アーシュ
ラマといわれる段階もしくは住期が，四つあった。それは次のように呼ばれ
た。(1)ブラフマチャーリン，すなわち学生期。彼には，一つもしくはそれ以
上のヴェーダを学習することが，期待されている。 (2)グリハスタ，すなわち
家住期。彼は，聖典に記された社会的な義務と供犠の義務を，果たさなけれ
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ばならなL、。 (3)ヴァーナプラスタ，すなわち林住期。信者は，断食と憐悔に
明け暮れなくてはならなL、。 (4)サンニヤーシン，すなわち苦行期もしくは一
所不住の遊行期。彼は，所有物や財産は何も持たないままに，神との結合を
切望する。ヴェーダの四つの部門，すなわち讃歌と，ブラーフマナと，アー
ラニヤカと，ウパニシャツドは，ヴェーダ期のアーリヤ人の生活の四つの段
階に対応しているヘ儀式的礼拝という形式主義の根底には，真の宗教的か
っ道徳的スピリットが働いていて，人間のハートは，そこから満足を得てい
たのだ。ブラーフマナの宗教が，欠点を抱えながらも，大いに長続きするこ
とが出来たのも，こうした倫理的基盤のおかげに他ならなL、。それ自身の外
面への強L、主張と並んで内なる純粋性への強調も，同時に働いていたのだ。
真実，信心深さ，両親への尊敬，動物へのいたわり，人への愛，窃盗，殺人，
姦淫を退けること，これらの全てが，よき生活の本質要件に含まれていたの
である。
カーストの制定は，無節操な司祭職の発明になるものではなく，時代に条
件づけられておのずと進化を遂げたものである。それは，ブラーフマナの時
代に揺るぎないものとなった。プルシャ讃歌は， リグ・ヴェーダの一部をな
してはいるが，実際には，ブラーフマナの時代のものである。当時，アーリ
ヤ人と先住民のダスユとの聞に，人種間結婚のあったことは，はっきりして
いる叫。血統が過度に混じりあうことを避けようと，アーリヤ人のプライド
への訴えかけが行われた。元々は社会的制度であったものが，宗教的制度と
なったのである。カーストの法に，神による認可が与えられて，それが不変
のものとなったのだ。最初にあった階級制度の柔軟性が，カーストの厳格性
に席を譲ったのである。ヴェーダの初期には，司祭たちは，一つの独立した
職業集団を形成してはいたが，それは独立したカーストではなかった。アー
リヤ人なら誰でも司祭になることが出来たし，司祭階級が戦士階級や商人階
級より上だということも，なかった。彼らは，時には，侮蔑的な扱いを受け
ることさえあった47)。しかし，今や，プライド、から生まれる排他性が，カー
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ストの基盤となるのである。それは，とかく自由な考えを圧迫して，思索の
前進を引き留める結果となった。道徳の水準も低下した。カーストの規則を
破った者は，反逆者とされて，浮浪者となった。奴隷階級のシュードラは，
最高の京教から締め出された。(カースト同士の聞で〉瓦いに軽蔑しあうこ
とが，増えていった。「これは，クシャトリアの言い草だ」と言うのが，敵
対者の言葉をこき下ろすブラフマンのやり方であった叫。
四
終末論
ブラーフマナにおいては，来世については，いかなる見解も見当たらなL、。
父祖たちの道と，神霊たち devasの道は，区別されている制。地上への生ま
れ変わりは，避けられるべき禍ではなく，一つの祝福なのだと，されること
もある5九それは，ある神的神秘を知っていることへの褒美として，約束さ
れる。しかし，最も支配的な見解は，神々の住まいである天界で不死を得る，
というものである。「供犠を執り行う者は，このようにして，永遠に続く繁
栄と名声を得て，アーディティヤとアグニの神々と同じ境に住んで，彼らと
の一体化を我が物とするJ51J。特定の供犠告することによって，私たちは，
特定の神々の領域に到達することも，出来るのだ5目。星たちでさえ，死者た
ちの住まいと見なされる。死後の生でも，依然として目指されているのは，
より良い世界での，個人としての生存である。ブラーフマナでは，供犠の儀
礼を正しく理解して，これを実践する者には，不死性が，あるいは少なくと
も長命が，約束されているのに対して，この点に欠けた者は，寿命が尽きな
いうちに来世に旅立ち回そこで計りにかけられて，その行いに応じて善悪
の;熔印を押される。誰であれ，供犠をたくさんした者ほど，透明な体を与え
られ，ブラーフマナの表現に従えば円食べる回数が少なくて済む。別のテ
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クストでは，これとは反対に玖信仰心の篤い人は，休をそっくり保ったま
まsarvatanuh来世に生まれることが，最高の褒美として，約束されてい
る田)。ヴェーダの観方とブラーフマナの観方の，ここまでの違いは， リグ・
ヴェーダによれば，罪びとは無に帰して，有徳の人は不死性を得るのに対し
て，ブラーフマナでは，どちらの人も生まれ直して，それぞれの行為の結果
を引き受けるからである。ウェーパーが言っているように， r一番昔は，罪
びとや愚か者は，短い人生を終えると，個人としての生存は廃滅される運命
にあるのに対して，祝福された者の， ミルクと蜂蜜の流れる住まいでは，不
死性が約束されていて，これは，徳や知恵に対する褒美だと見なされる。一
方，ブラーフマナの教理では，死後は，全員が来世に生まれ直して，それぞ
れの行いに応じて，善因善果，悪因悪果の果報を得るのだとされる」のだ問。
ここで示唆されているのは，今生の後には，唯一つしか人生はなく，その性
質は，私たちのこの世における行いによって決定されるのだ，ということで
ある。「人は， 自らの作った世界に生まれるのだ」田 or人は，この世で何を
食べようと，あの世では，その食べ物によって食べられるのだ」問。善悪い
ずれの行いも，来世では，それぞれに相応しい褒美と罰を受けるのである。
「彼らが，あの世で、私たちにしたように，この世では，私たちもまた，同じ
ように，彼らにするのだ」凹〉。しかしながら，正義の平準化という考えが，
次第に育っていった。リグ・ヴェーダに見られるように，父祖たちの世界は，
諸々の道の一つであったが，ヴェーダの神々およびその世界と，因果応報の
正義に支配された，父祖たちの道とその世界との聞に，区別が生まれた。私
たちはまだ，あちらの世界に繰り返し生まれて，地上で犯した罪の償いをす
るという観念は，持っていないが，はたして，邪悪な者は永遠に罰を受け，
善良な者は永遠に至福を味わうことになるのだろうかという聞いが，どうし
ても避けられない問いとなる。インド人のように，穏やかな気質と思索的な
スピリットを持った人たちには，褒美も罰も，永遠に続くはずはないと思わ
れたことだろう。こんなに短い生涯で犯した罪なのだから，償いや浄化によっ
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て，許されないはずはないと思ったに違いない。また同じように，閉じ短い
生涯で行った徳行の褒美が，永遠に続いたりするはずはないとも，思ったに
ちがいない。嚢美や罰を経験し終わると，私たちにおのずと浮かんでくるの
は，あの世で死んだら，この世にまた生まれてくるのではないだろうか，と
いう考えである。生命が死を生み，死が生命を生むという自然なリズムは，
始まりも終わりもない循環という考え方に，私たちを導く 6])。真の理想、は，
生と死の紳からの救出であり，サンサーラ，すなわち輪廻転生からの解放で
ある。「神々に供犠を行う者も，アートマン，すなわち「真実の自己」に供
犠を行う者ほど，大いなる世界を手に入れることはなL、J6九「ヴェーダ安読
む者は，二度と死ぬことのない身となって，ブラフマンと同じ本質を手に入
れるのだJ回]。だとすれば，生まれるが故の死は避けなくては，となったは
ずだ。その後に見出だされるのは，知識もなしにただ儀礼をおこなうだけの
者は，また生まれて，何度も死の餌食になるのだ，という考え方である刊。
また別の個所で示唆されているのはベ欲盟とその充足という考え方よりも
高度な，真の不死性についてのウパニシャツド的な考え方である。「魂は，
この一切の終点である。それは，ありとあらゆる水のただなかに住まい，欲
しいものは何でも与えられる。魂には，欲望がないので，かえって欲しいも
のは何でも手に入る。(それもそのはず，そもそも)魂には，欲しいと思う
ことが，少しもなL、からだJoI人は，知識によって，欲望が消えてしまった
状態に昇る。そこには，贈り物も届かず，知識を欠いた禁欲的な信者も，届
かない。この知識を持たない者は，贈り物によっても，厳しい節制によって
も，その世界に達することはないからだ。その世界は，そのような知識を持っ
た人たちだけのものなのだ」田)。ブラーフマナには，生まれ変わりの教説を
示唆するようなものが，すべて含まれている。とは言え，そこでは，個人の
不死性ということが，とかくメインテーマになっていて，生まれ変わりにつ
いては，示唆されているだけである。これらの示唆を生まれ変わりの教説に
まで発展させるのは，ウパニシャツドの仕事である。カルマと生まれ変わり
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についての考え方は，明らかに，アーリヤ人の心から生まれたものではある
が，死後，自分たちの魂は，動物の体の中で生き続けるのだと信じていたア
ボリジニから来た可能性札否定する必要はなL、。
より高い倫理や宗教が示唆されているにもかかわらず，概してこの時代は，
パリサイ主義の時代で，人々は，自分の魂の完成よりも，自分の供犠の完遂
のことを，いっそう気にかけていたのである。霊的体験については，あらた
めて語りなおす必要があった。その中心的な意義は，法典と型にはまった信
心深さによって曇らされてしまっていたからだ。そして，この語り直しの仕
事を引き受けたのが，ウパニシャツドであった。
第三章終り
(やまぐち・やすじ 元文学部教授)
